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平成28年度 春季地区別懇談会 開催

平
成
二
十
八
年
度
春
季
地
区

別
懇
談
会
が
、
四
月
二
十
六
〜
二

十
八
日
の
３
日
間
、
三
地
区
（
音

別
・
白
糠
・
鶴
居
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
時
期

的
に
農
作
業
等
で
大
変
お
忙
し
い

中
、
３
日
間
で
計
四
十
二
名
の

方
々
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。
懇
談

事
項
と
し
て
、
最
近
の
酪
農
・
畜

産
情
勢
等
、
平
成
二
十
七
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
承
認
、
平
成
二

十
八
年
度
事
業
計
画
の
設
定
、
第

十
回
通
常
総
会
の
招
集
及
び
提
出

議
案
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様
方
か

ら
は
、今
後
の
酪
農
経
営
の
維
持
・

発
展
に
向
け
た
体
制
整
備
、
農
協

各
部
門
に
お
け
る
事
業
運
営
方
針

な
ど
に
対
す
る
具
体
的
な
質
問
・

意
見
・
要
望
等
が
数
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
、
組
合
員
の
皆
様

方
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
・

要
望
等
は
集
約
さ
れ
、
理
事
会
に

お
い
て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

音 別 支 所

本 　 　 所

白 糠 支 所

〜建設的な意見・要望等が数多く出されました〜
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第９回 鶴居スプリングショウ 開催

五
月
二
日
、
鶴
居
村
家
畜
共

進
会
場
で
第
九
回
鶴
居
ス
プ

リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同

志
会
鶴
居
支
部
主
催
で
、鶴
居
・

幌
呂
か
ら
、
計
二
十
三
頭
の
乳

牛
が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
は
林
稔
幸
氏
（
白

糠
町
・
当
Ｊ
Ａ
酪
農
家
）
が
務

め
、
乳
用
牛
と
し
て
の
体
型
や

資
質
を
競
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
鶴
居
、
清
水
武

志
さ
ん
の
出
品
牛
Ｔ
Ｋ
Ｓ
カ

ズ
ナ
リ
ー
テ
イ
ー
Ｅ
Ｔ
（
８

部
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は

表
の
と
お
り
で
す
。

～今年の共進会シーズンがスタート!!～

入　賞　牛　一　覧　表

グランドチャンピオン
TKS　カズナリー　テイー　ＥＴ 清　水　武　志 鶴居

シニアチャンピオン
TKS　カズナリー　テイー　ＥＴ 清　水　武　志 鶴居

ジュニアチャンピオン
OP　エムビービー　ラブリー　カウ 植　田　紘　史 幌呂

部 結果 名　　　　　　　号 出　品　者 地区

１部
１位 ダツチランド　マスチルチン　フ ロ゙カウ (農) 清 和 農 場 鶴居
２位 アワープライド　ドアマン　ブランキー　ＥＴ 植　田　紘　史 幌呂

２部
１位 ヒシヌマフアーム　キヤスター　フイー　チエン (有)菱沼ファーム 鶴居
２位 ＳＰ　ルイスデール　チヤリー　アベイル　ＥＴ (農) 高 橋 農 場 鶴居

３部
１位 OP　シーダーローン　ブラゼル　アンコ 植　田　紘　史 幌呂
２位 パインヘイブン　マタドーア　スパクリン　ルシフアー 松　井　俊　治 幌呂

４部
１位 OP　エムビービー　ラブリー　カウ 植　田　紘　史 幌呂
２位 TKS　ローズ　アイオーン 清　水　武　志 鶴居

５部 １位 TKS　ローマン　スパーク　アンナ 清　水　武　志 鶴居

６部
１位 ＭＳ　ポーラ　マツチウツド 松　下　雅　幸 鶴居
２位 ヒシヌマフアーム　ローヤル　スパーク　ジヤンコ (有)菱沼ファーム 鶴居

７部
１位 TKS　ミノル　マツクス　アンコール 清　水　武　志 鶴居
２位 ヘンドリカ　シエリル　ノーム (農) 清 和 農 場 鶴居

８部
１位 TKS　カズナリー　テイー　ＥＴ 清　水　武　志 鶴居
２位 サイテーシヨン　プロント　スパーク (農) 清 和 農 場 鶴居

９部 １位 ＳＰ　ルイスデール　リリー　サーマン　ＥＴ (農) 清 和 農 場 鶴居

審査員：林　稔幸 氏
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第２３回 釧路西部スプリングショウ 開催

審査員：瀧澤 一成 氏 

四
月
三
十
日
、
白
糠
町
家
畜
共
進

会
場
で
、
第
二
十
三
回
釧
路
西
部

ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志
会

西
部
支
部
主
催
で
、
音
別
・
白
糠
か

ら
、
計
三
十
五
頭
の
乳
牛
が
出
陳
さ

れ
、
審
査
員
は
瀧
澤
一
成
氏
（
鶴
居

村
・
当
Ｊ
Ａ
酪
農
家
）
が
審
査
に
あ

た
り
、
デ
ー
リ
ィ
ク
イ
ー
ン
は
、
菊

地
京
香
さ
ん
（
白
糠
町
・
伊
深
フ
ァ

ー
ム
）
が
務
め
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
白
糠
、
林
稔
幸
さ
ん
の

出
品
牛
ウ
ツ
ズ
ス
タ
ー
コ
ロ
ナ
ホ

ワ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
ロ
ー
ズ（
７
部
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は
表
の

と
お
り
で
す
。

入　賞　牛　一　覧　表

グランドチャンピオン
ウツズスター　コロナ　ホワイトストーン　ローズ 林　　　稔　幸 白糠

リザーブグランドチャンピオン
ウツズスター　エンペラー　ニユーイヤー　レオ 林　　　稔　幸 白糠

ジュニアチャンピオン
ＶＳツリー　フアイナル　アツトウツド 對　木　賢　雅 白糠

リザーブジュニアチャンピオン
ヘイチヤン　レーモンデール　マツカチエン 合伊深ファーム 白糠

部 結果 名　　　　　　　号 出　品　者 地区

１部
１位 エメラルド　ローリン　スパークコース 松　田　浩　二 白糠
２位 ウツズスター　エンペラー　カミング　レオ 林　　　稔　幸 白糠

２部
１位 ＶＳツリー　フアイナル　アツトウツド 對　木　賢　雅 白糠
２位 ヘイチヤン　スターブライト　スーパー　Ｂ　チヨツパー　ＥＴ 合伊深ファーム 白糠

３部
１位 ヘイチヤン　レーモンデール　マツカチエン 合伊深ファーム 白糠
２位 ビーマンズ　ジヤガ　ダミオン 松　田　浩　二 白糠

４部 １位 ヘイチヤン　マツカチエン　ローマン 合伊深ファーム 白糠

５部
１位 ウツズスター　ブロー　ジユデイー　タラ　ＥＴ 林　　　稔　幸 白糠
２位 ＫＷＦ　アンソニー　タラ　ブローカウ　ＥＴ (株)敬和ファーム 音別

６部
１位 ウツズスター　マセスドラ　グツド　タイム 林　　　稔　幸 白糠
２位 スターバツク　サンチエス　Ｊ　ダルビツシユ 青　田　一　輝 音別

７部
１位 ウツズスター　コロナ　ホワイトストーン　ローズ 林　　　稔　幸 白糠
２位 ミツクス　ラツシユ　ローズ 佐　藤　一　哉 音別

８部
１位 ＢＳ　ベブ　メルドーブ　シヨトル (株)大坂ファーム 音別
２位 カリスマ　シド　チユラ 松　田　浩　二 白糠

９部
１位 ウツズスター　エンペラー　ニユーイヤー　レオ 林　　　稔　幸 白糠
２位 ＫＷＦ　サンチエス　アニカ　ダーハム　ビユー　ＥＴ (株)敬和ファーム 音別
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釧路丹頂農協酪農振興会 通常総会開催

外国人技能実習生 受入対面式
四
月
二
十
日
、
本

所
で
、
外
国
人
（
フ

ィ
リ
ピ
ン
）
技
能
実

習
生
受
入
対
面
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

外
国
人
研
修
生
受

入
協
議
会
々
長
・
松

井
俊
治
氏
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
受
け
入
れ

を
す
る
鶴
居
三
農
場
、

幌
呂
一
農
場
、
白
糠

一
農
場
の
代
表
者
が
、

六
名
の
実
習
生
と
対

面
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
農
場
及

び
実
習
生
に
は
、
有

意
義
な
実
習
期
間
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
ご
期
待
致
し
て
お

り
ま
す
。

四
月
十
五
日
、
幌
呂
支

所
で
第
十
一
回
釧
路
丹
頂

農
協
酪
農
振
興
会
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
、
会

費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
、

役
員
の
選
任
等
に
つ
い
て

協
議
し
、
議
案
は
全
件
承

認
さ
れ
、
総
会
は
盛
会
裡

に
終
了
し
ま
し
た
。

酪農振興会 新役員
会　　　 長 折　 笠　 文　 則 鶴　居
副　 会　 長 志　 賀　 忠　 浩 音　別
理　　　 事 松　 井　 俊　 治 鶴　居

〃 合　 田　 徳　 三 鶴　居
〃 對　 木　 隆　 司 白　糠
〃 筥　 嵜　 昌　 行 音　別

理事（農協常勤） 對　 木　 範　 誉 白　糠
監　　　 事 藤　澤　　　誠 鶴　居

〃 松　 田　 浩　 二 白　糠
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第28回ＪＡ北海道大会「パネリストからの提言」

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
パ

ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
提
言
頂

き
ま
し
た
「
北
海
道
農
業
と
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ
と
」
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

第
４
回
は
、
青
年
部
を
代
表
し

て
北
海
道
青
年
部
協
議
会
黒
田
参

与
か
ら
の
提
言
を
紹
介
し
ま
す
。

「
力
強
い
農
業
」、「
豊
か
な
魅

力
あ
る
農
村
」
の
実
現
に
向
け

た
組
合
員
の
役
割

昨
年
、
全
青
協
会
長
の
立
場
で
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
自
己
改
革
の
審
議

に
関
わ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
国
民

合
意
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
い
う

時
の
世
間
か
ら
の
風
当
た
り
は
皆

さ
ん
の
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
っ

た
。

農
協
改
革
は
、
な
ん
と
な
く
落

ち
着
い
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
だ

が
、
５
年
経
っ
た
ら
色
々
ま
た
始

ま
る
。
何
も
終
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
の
中
で
、
今
回
の
大
会
で
何

を
決
め
て
何
を
目
指
す
か
。
現
場

の
青
年
部
と
し
て
も
自
己
改
革
を

作
っ
て
い
く
な
か
で
、
何
を
し
て
、

何
を
望
み
、
自
分
た
ち
は
何
を
つ

く
る
の
か
を
議
論
し
て
き
た
。

や
は
り
、
農
協
の
営
農
経
済
の

事
業
を
改
め
て
確
立
し
て
い
こ
う

と
い
う
と
こ
ろ
に
な
る
。

北
海
道
は
、
全
国
的
に
み
る
と

ダ
ン
ト
ツ
に
で
き
て
い
る
が
、
改

め
て
北
海
道
が
全
国
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
と
る
く
ら
い
の
こ
と
を
し

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
、

役
員
だ
け
で
な
く
、
組
合
員
が
し

っ
か
り
そ
こ
に
気
づ
い
て
、
改
め

て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
や
る
と

い
う
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
。

組
合
員
教
育
と
い
う
言
葉
に
怒

り
出
す
組
合
員
も
非
常
に
多
い
が
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
。
私
も
青
年

部
参
与
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
の

で
、
青
年
部
で
も
、
し
っ
か
り
共

有
認
識
を
も
っ
て
今
後
一
緒
に
事

業
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

「
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
」

５
５
０
万
人
と
謳
っ
た
か
ら
に

は
か
な
り
の
こ
と
を
展
開
し
な
い

と
い
け
な
い
。
多
く
の
人
と
繋
が

る
た
め
に
は
、
皆
が
力
を
出
し
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
組
合
員

と
一
体
と
な
り
、
全
体
で
前
に
進

む
姿
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

の
が
、
現
場
の
ひ
と
り
と
し
て
の

決
意
だ
。
農
協
は
良
い
と
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
る
し
、
私
も
そ
れ
に

お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
良
い
と
こ
ろ
は
、
実

は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前

に
あ
る
も
の
。
良
い
と
改
め
て
考

え
る
必
要
が
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
そ

れ
を
褒
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

農
協
改
革
が
こ
こ
ま
で
押
し
込

ま
れ
た
理
由
の
１
つ
に
、
自
分
た

ち
の
良
さ
を
自
分
た
ち
で
語
れ
た

か
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
と
思

う
。
内
部
に
い
て
は
気
づ
か
な
い
。

色
々
な
人
と
関
わ
る
こ
と
で
自
分

た
ち
の
価
値
観
が
明
確
に
な
る
。

消
費
者
に
農
業
の
本
当
の
価
値

が
し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

農
業
者
一
人
一
人
が
価
値
を
伝

え
て
い
く
。
こ
れ
だ
け
距
離
が
あ

い
て
し
ま
っ
た
社
会
で
は
、
絶
対

的
に
私
た
ち
が
や
ら
な
い
と
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
進
め
な
い
。

大
会
議
案
の
実
践
方
策
に
何
を

す
る
か
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
。
是
非
、
こ
れ

を
色
々
な
人
と
手
を
組
ん
で
実
現

で
き
た
ら
良
い
な
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
思
っ
て
い
る
。

最
後
に
一
言

５
５
０
万
人
と
つ
な
が
る
と
い

う
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
全
道
各

地
青
年
部
ま
た
女
性
部
、
本
当
に

た
く
さ
ん
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
そ
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
、
私
た

ち
青
年
部
、
女
性
部
は
、
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
の
で
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

～
第
２８
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

「
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と

『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
』」
の
実
現
に
向
け
た
組
合
員
の
役
割

北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会　

参
与　

黒
田
栄
継
氏

黒
くろ

田
だ

栄
よし

継
つぐ

氏
北海道農協青年部協議会　参与
全国農協青年組織協議会　参与
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■平成28年度 　生乳生産実績（4月）
月計乳量（kg） 4月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,575,699.4 103.6 8,575,699.4 103.6
（鶴居地区） 2,876,909.6 101.4 2,876,909.6 101.4
（幌呂地区） 2,291,684.7 105.3 2,291,684.7 105.3
（白糠地区） 1,788,069.1 102.3 1,788,069.1 102.3
（音別地区） 1,619,036.0 106.5 1,619,036.0 106.5

管 内 計 44,920,218.7 105.3 44,920,218.7 105.3
（前年度管内計） 42,673,791.0 42,673,791.0

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□  初夏は５月上旬から６月上旬頃を指しますが、一年の中でも大変過ごしや
すい時期でもあります。これから夏へ向け、ますます農作業の繁忙期を迎
え、夜遅い時間迄作業をする時もあると思いますが、農作業事故防止のた
め十分な安全確認の励行、疲労・睡眠不足等健康管理対策の徹底に努めて
まいりましょう。

理　事　会　報　告
４月臨時理事会　平成28年4月20日（水）

報告事項�
１．役員報酬審議会の結果について
２．その他　１）４月１日付新採用職員について

付議事項�
議案第１号　�全中監査（ＪＡ全国監査機構監査）の

結果について
議案第２号　�平成２７年度（決算）にかかる監事監査

の結果について
議案第３号　�平成２７年度（第１０年度）貸借対照表、

損益計算書および注記表並びに全国監
査機構の監査および監事の監査報告の
承認について

議案第４号　�平成２７年度（第１０年度）事業報告、剰
余金処分案の承認について

議案第５号　融資の承認について
議案第６号　不良債権の処理方針について
議案第７号　�サルモネラ症、マイコプラズマ感染症

損害支援事業要領の一部変更について
議案第８号　受精卵預託取扱要領の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．�当面の業務日程について

４月定例理事会　平成28年4月28日（木）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．�子会社の決算状況および監事の監査報告につい
て（㈱ジェイエーコムズ）

付議事項�
議案第１号　�回転出資金の出資への振り向けについて
議案第２号　�ＪＡバンク利用者保護等管理規程の一

部変更について
議案第３号　�子会社の平成２８年度事業計画の策定に

ついて
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．�春季地区別懇談会における意見・要望等につい

て
２．�第１４回全日本ホルスタイン共進会の名誉賞受賞

にかかる特別表彰について
３．当面の業務日程について



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
104—
平
成
28
年
5
月
発
行

■
印
刷　

白
糠
印
刷
㈱

牧
草
収
穫
が
近
づ
い
て
き
て
い
ま

す
。
サ
イ
レ
ー
ジ
収
穫
・
調
製
に
向

け
、
事
前
の
段
取
り
は
万
全
で
し
ょ

う
か
？
今
回
は
事
前
に
行
っ
て
お
き

た
い
項
目
を
事
例
を
交
え
て
紹
介
い

た
し
ま
す
。

一　

�

収
穫
機
械
の
整
備

収
穫
機
械
の
不
具
合
は
収
穫
作
業

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
収
穫
機
械
の

中
で
も
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
モ

ア
コ
ン
の
オ
イ
ル
交
換
、
ナ
イ
フ
部

分
の
交
換
、
オ
イ
ル
漏
れ
で
す
。

こ
れ
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
は
早
め
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
特
に
モ
ア
コ
ン
の

デ
ィ
ス
ク
（
円
盤
）
の
下
に
オ
イ
ル

が
落
ち
て
い
れ
ば
、
オ
イ
ル
漏
れ
を

疑
い
整
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
交
換
部
品
が
す
ぐ
に
来
な

い
物
も
あ
る
の
で
、
早
め
の
点
検
と

整
備
は
重
要
で
す
。
五
月
に
入
っ
て

直
ぐ
に
整
備
を
始
め
る
人
も
い
ま
す
。

二　

サ
イ
ロ
及
び
周
辺
の
清
掃

サ
イ
ロ
内
に
残
渣
が
あ
る
と
、
サ

イ
レ
ー
ジ
発
酵
に
も
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。

一
年
間
使
っ
た
サ
イ
ロ
は
キ
レ
イ

に
掃
除
し
、
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ン
カ
ー
の
場
合
、
雑
菌
に
よ
る

腐
敗
を
回
避
す
る
た
め
、
石
灰
塗
布

や
ビ
ル
コ
ン
な
ど
に
よ
る
消
毒
の
事

例
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
ロ
周
辺
の
泥
濘
化
し

や
す
い
部
分
は
砂
利
や
火
山
灰
な
ど

で
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

実
際
に
牧
草
の
収
穫
が
始
ま
っ
た

と
き
に
サ
イ
ロ
前
に
草
を
敷
き
詰
め

ク
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
を
作
る
事
例
も
あ

り
ま
す
（
左
写
真
）。

三　

予
備
の
場
所
を
確
保

夏
用
や
収
量
が
多
か
っ
た
時
の
た

め
の
ス
タ
ッ
ク
の
場
所
も
あ
ら
か
じ

め
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ス
タ

ッ
ク
の
高
さ
は
踏
圧
と
二
次
発
酵
防

止
の
た
め
、
２
ｍ
未
満
が
理
想
で
す
。

四　

添
加
剤
の
準
備

不
良
発
酵
の
多
く
は
高
水
分
に
よ

る
も
の
で
す
。
原
料
草
が
高
水
分
と

な
っ
た
場
合
を
考
え
、
サ
イ
レ
ー
ジ

添
加
剤
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
使
用

に
当
た
っ
て
は
各
メ
ー
カ
ー
の
指
定

す
る
用
法
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

五　

自
分
の
準
備
も
忘
れ
ず
に

牧
草
収
穫
が
始
ま
る
と
日
中
は
牧

草
収
穫
、
朝
夕
は
搾
乳
作
業
の
忙
し

い
日
々
が
続
き
ま
す
。

牧
草
収
穫
が
始
ま
る
前
に「
病
院
」

「
歯
医
者
」「
整
体
」「
理
容
室
」
の
健

康
管
理
、「
買
い
物
」
な
ど
の
用
事
、

携
帯
電
話
の
不
調
（
バ
ッ
テ
リ
ー
な

ど
）
も
解
消
し
、
万
全
な
体
制
で
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
二
八
年
四
月
執
筆
）

【写真１】床にこびりついたサ
イレージ汚れはバケットやス
コップで削り取り竹箒で掃く。

【写真４】サイロ内に異物を
入れないために、トラックの
走る部分に草を敷きクリーン
ゾーン（点線部分）を作成。

【写真５】低く積んだスタック
特に夏は変敗を防ぐため、小さ
なスタックで取り出し量を多く
できる事が理想です（夏場の取
り出し目安は1日20cm 以上）。

【写真２・３】高圧洗浄機での清掃例（上：
洗浄前、下：洗浄後）サイレージの下面が
黒くならなくなり、ロスが減ったとの事。

「
牧
草
収
穫
前
の
準
備
は

万
全
で
す
か
？
」

◦�

モ
ア
コ
ン
の
オ
イ
ル
交
換
は

二
年
に
一
度
を
目
安
に
し
ま

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
オ
イ
ル

漏
れ
が
あ
れ
ば
交
換
年
に
関

係
な
く
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

【
予
備
の
場
所
づ
く
り
】

◦�

ス
タ
ッ
ク
設
置
位
置
と
ス
タ
ッ

ク
の
幅
、
長
さ
を
決
め
る
。

◦�

火
山
灰
等
を
入
れ
て
、
地
盤
を

固
め
る
（
泥
濘
化
防
止
）。

◦�

地
盤
を
整
備
し
た
後
に
希
望
の

幅
、
長
さ
に
杭
を
打
っ
た
り
、

印
を
つ
け
て
お
く
と
よ
り
良
い
。

◦�

踏
圧
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
高
さ
を

「
２
ｍ
以
内
に
す
る
」
よ
う
に

伝
え
る
。
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